
 

 

 

 

              

 

 

  身
み

近
じか

な平
へい

和
わ

とは 

                              校
こう

長
ちょう

 高
たか

井
い

 文
ふみ

子
こ

 

暑
あつ

い日
ひ

が続
つづ

いた夏
なつ

休
やす

みが終
お

わりました。４年
ねん

ぶりに行
こう

動
どう

制
せい

限
げん

のない夏
なつ

は、大人
お と な

にとって

も、子
こ

どもたちにとっても新鮮
しんせん

で、社
しゃ

会
かい

全
ぜん

体
たい

がこの夏
なつ

を楽
たの

しみにしていたように、久
ひさ

しぶ

りに、にぎやかさを感
かん

じる夏
なつ

でした。 

一方
いっぽう

で、最
さい

高気温
こうきおん

が３０度
ど

を超
こ

える暑
あつ

い日
ひ

が続
つづ

き、大
おお

きな台
たい

風
ふう

は各
かく

地
ち

に被
ひ

害
がい

をもたらし

ました。帰
き

省
せい

先
さき

で交
こう

通
つう

が規
き

制
せい

され、帰
き

宅
たく

が困
こん

難
なん

になった方
かた

もいらっしゃるかと思
おも

います。 

８月
がつ

６日
か

には、４年
ねん

ぶりにコロナ禍
か

前
まえ

の規
き

模
ぼ

で広
ひろ

島
しま

にて「広
ひろ

島
しま

平
へい

和
わ

記
き

念
ねん

式
しき

典
てん

」が行
おこな

われ、

そこで披
ひ

露
ろう

された小
しょう

学
がく

６年
ねん

生
せい

による「平
へい

和
わ

への誓
ちか

い」のスピーチは次
つぎ

の一
いち

文
ぶん

で始
はじ

まります。 

「みなさんにとって「平
へい

和
わ

」とは何
なん

ですか。」そしてこう続
つづ

きます。「争
あらそ

いや戦
せん

争
そう

がないこ

と」「差
さ

別
べつ

をせず、違
ちが

いを認
みと

め合
あ

うこと。悪
わる

口
ぐち

を言
い

ったり、けんかをしたりせず、みんなが

笑
え

顔
がお

になれること。身
み

近
じか

なところにもたくさんの平
へい

和
わ

があります。」小
しょう

学
がく

生
せい

によるこの平
へい

和
わ

の誓
ちか

いのスピーチは、毎
まい

年
とし

広
ひろ

島
しま

平
へい

和
わ

祈
き

念
ねん

式
しき

典
てん

の中
なか

で、平
へい

和
わ

への祈
いの

りとして小
しょう

学
がく

生
せい

が考
かんが

えて、言
こと

葉
ば

にして私
わたし

たちに届
とど

けられます。冒
ぼう

頭
とう

の「みなさんにとって「平
へい

和
わ

」とは何
なん

です

か」の語
かた

りかけに、皆
みな

さんはどんな平
へい

和
わ

をイメージされたでしょうか。戦
せん

争
そう

という非
ひ

日
にち

常
じょう

の状
じょう

況
きょう

だけでなく、毎
まい

日
にち

生
せい

活
かつ

している日
にち

常
じょう

の中
なか

にも、守
まも

りたい身
み

近
じか

な平
へい

和
わ

はあるはずで

す。一
ひ

人
とり

ひとりが平
へい

和
わ

だと思
おも

える日
にち

常
じょう

は、どんな日
にち

常
じょう

ですか？スピーチの後
こう

半
はん

には、 

 

「私
わたし

たちにもできることはあります。自
じ

分
ぶん

の思
おも

いを伝
つた

える前
まえ

に相
あい

手
て

の気
き

持
も

ちを考
かんが

えるこ

と。友
とも

達
だち

の良
よ

いところを見
み

つけること。みんなの笑
え

顔
がお

のために自
じ

分
ぶん

の力
ちから

を使
つか

うこと。」 

 

と続
つづ

きます。自
じ

分
ぶん

もみんなも平
へい

和
わ

に暮
く

らせる毎
まい

日
にち

が一
いち

番
ばん

すてきです。そのために一
ひ

人
とり

ひと

りができることを考
かんが

えながら、今
きょう

日も明
あ

日
す

も、大和中
やまとちゅう

学校
がっこう

全員
ぜんいん

で身近
み じ か

な平和
へ い わ

を創
つく

り上
あ

げ

られるよう行動
こうどう

していきたいと願
ねが

います。誰
だれ

もが平
へい

和
わ

と思
おも

える未
み

来
らい

のために一
ひとり

人ひとりが

できることから始
はじ

めていけるよう、さあ、頑
がん

張
ば

りましょう。 
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この夏、みんな一生懸命頑張りました。 

 

6月下旬、7月、8月と部活動やクラブチームなどで、大会が開催され、生徒たちは日頃

の練習の成果を発揮し、一生懸命頑張っていました。保護者の皆様からもたくさんの応援

をいただき、その応援は生徒たちの大きな力になったと思います。私も応援させてもらい

ましたが、生徒たちの頑張る姿にこちらが大きな力をもらいました。中学生の時にしかで

きない事に挑戦した生徒たちが多くいました。これらの一つ一つの心が動かされる体験は、

きっと生徒たちを大きく成長させてくれたと思います。 

2学期の取り組みに期待しています。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

                               

 

 

 

 

このほかにも市内大会や県央大会などで、一生懸命頑張って 

くれた部活もたくさんあります。 

また、部活動だけでなく、西鶴間コミセンのボランティアに 

大和中学校の２年生３人が参加してくれて小学生の活動を支援 

したり、お家のお手伝いを頑張った人も多くいると思います。 

また夏休み寺子屋・チャレンジルーム学習会に参加して、一生懸命課題に取り組んでいた人もいました。 

吹奏楽部の皆さんは、地域のお祭りで演奏を披露してくれました。地域の方からも、たくさん感謝の 

言葉をいただきました。一人ひとりが頑張った夏でした。次は、秋です。さあ、頑張りましょう。 

 

 今後の予定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

祝 第６２回全国中学校

水泳競技大会出場 

自由形１００M 優勝 

５０M 準優勝 

 

祝 全日本中学校陸上競技

選手権大会出場 

８００M走 出場  

 

 

祝 第４８回関東中学校 

柔道大会出場 ２回戦進出 

祝 神奈川県中学校柔道大会 

第３位 

 

 

 

 

祝 神奈川県大会出場 

ベスト８ 

県相大会 優勝 

女子ハンドボール部 

祝 神奈川県大会出場 

２回戦進出 

県央大会 第３位 

男子バレーボール部 

 

祝 神奈川県大会出場 

県央大会 第５位 

女子バレーボール部 

 

祝 神奈川県大会出場 

県央大会 第 3位 

サッカー部 

 

祝 神奈川県中学校柔道大会 

県央大会 優勝 

県大会ベスト１６ 

 

 

2学期始業式 
3年生：診断テスト 
全学年：教育相談 
中間テスト 
コミコミスクール（名札・上履きをご用意ください） 
第 41回伸樹祭 合唱の部 
第 77回運動会 

8月 
8月 
8月 
9月 
9月 
10月 
10月 

（月） 

（水） 

（水～） 

（木・金） 

（水～金） 

（木） 

（水） 

 

28日 
30日 

30日から 
14~15日 
27～29日 

5日 
25日 

 

祝 水泳 県大会出場  

県央大会 

自由形１００M 優勝 

 

バタフライ２００M 第 2位 

 

自由形４００M 第２位 

 

バタフライ１００M 第３位 

  


